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　２
０
１
９
年
11
月
の
学
長
就
任
以

降
、
志
し
て
き
た
の
は
、
教
育
の
質
保

証
の
文
化
を
全
学
に
根
づ
か
せ
る
こ
と

で
し
た
。
学
部
長
を
務
め
て
い
た
薬
学

部
に
は
、
入
学
者
を
薬
剤
師
に
育
て
上

げ
る
と
い
う
明
確
な
使
命
が
あ
り
、
質

保
証
は
当
た
り
前
。
学
生
の
能
力
を
随

時
ア
セ
ス
メ
ン
ト
で
測
り
、
外
部
評
価

も
受
け
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
学

長
に
な
り
全
学
の
教
育
を
見
渡
す
と
、

他
学
部
で
は
そ
れ
は
当
た
り
前
で
は
な

い
。
教
員
は
ど
ん
な
質
を
保
証
す
れ
ば

い
い
か
、
学
生
は
何
を
目
的
に
学
ぶ
の

か
不
明
の
ま
ま
教
育
が
行
わ
れ
、
質
保

証
が
で
き
な
い
状
態
で
し
た
。

　当
初
、
認
証
評
価
の
た
め
学
長
室
と

学
部
長
で
「
評
価
委
員
会
」
を
設
け
取

り
組
ん
で
い
た
も
の
の
、
学
部
の
現
場

を
動
か
す
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
各
学
部
か
ら
教
学
運
営
の
実

務
を
担
う
教
員
を
集
め
て
ワ
ー
キ
ン
グ

チ
ー
ム
を
組
織
。
互
い
の
質
保
証
の
状

況
を
ピ
ア
レ
ビ
ュ
ー
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
特
に
質
保
証
に
な
じ
み
が
薄
か
っ

た
人
文
社
会
系
の
学
部
が
取
り
組
み
が

進
む
他
学
部
に
学
ぶ
と
、「
こ
れ
ま
で

の
可
視
化
は
形
式
的
だ
っ
た
」「
卒
業

試
験
を
検
討
す
べ
き
か
」「
第
三
者
に

よ
る
ア
セ
ス
メ
ン
ト
も
必
要
だ
」
な
ど

の
声
が
挙
が
り
始
め
ま
し
た
。
各
学
部

に
と
っ
て
質
保
証
が
「
自
分
事
化
」
し

て
き
た
の
で
す
。

　対
話
が
進
ん
だ
背
景
に
「
学
長
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
」
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
３
年
間
、
職
種
、
役
職
、
年

齢
を
問
わ
ず
フ
ラ
ッ
ト
に
話
せ
る
場
を

提
供
し
て
き
ま
し
た
。
組
織
を
超
え
て

知
見
を
共
有
し
、
相
互
に
提
案
し
合
う

ス
タ
イ
ル
が
浸
透
し
始
め
て
い
ま
す
。

　質
保
証
で
最
も
大
切
な
の
は
、
学
生

の
成
長
実
感
の
保
証
で
す
。「
学
生
第

一
」
で
は
な
く
「
学
生
の
成
長
第
一
」。

学
生
自
身
が
「
大
学
に
面
倒
を
見
て
も

ら
う
」
態
度
で
は
、
そ
の
実
現
が
困
難

で
す
。「
目
標
に
向
か
っ
て
自
ら
学
ぶ
」

姿
勢
を
つ
く
る
べ
く
、
自
身
の
成
長
の

「
自
分
事
化
」
を
促
し
て
い
ま
す
。

　例
え
ば
、
全
新
入
生
に
学
び
の
動
機

づ
け
を
行
う
「
学
修
キ
ッ
ク
オ
フ
・
セ

ミ
ナ
ー
」。
学
部
を
超
え
て
互
い
に
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
学

生
が
自
ら
行
い
、
主
体
的
な
学
び
と
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
体
感
し
ま
す
。

全
学
Ｄ
Ｐ
の
達
成
度
を
学
生
が
自
己
評

価
す
る「
摂
大
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」も
始
め

ま
し
た
。
各
学
年
の
前
期
に
実
施
し
、

目
標
を
自
覚
す
る
機
会
と
し
て
い
ま
す
。

　教
育
面
も
、    ＊
Ｃ
О
Ｃ
＋
を
機
に
始

め
た
地
域
で
の
Ｐ
Ｂ
Ｌ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
継
続
的
に
推
進
し
て
学
生
の
成
長
を

加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、
学
生
が
主
体

的
に
専
攻
以
外
の
分
野
を
選
ん
で
学
ぶ

副
専
攻
課
程
を
、
全
学
共
通
教
育
に
導

入
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
学
び

の
質
が
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　今
後
は
、
学
生
の
声
も
質
保
証
に
積

極
的
に
生
か
し
ま
す
。
学
長
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
、
す
で
に
何
度
も
学
生

を
招
い
て
お
り
、Ｆ
Ｄ
に
学
生
を
交
え

る
こ
と
も
検
討
中
で
す
。
そ
れ
ら
を
通

し
て
学
生
か
ら
質
保
証
に
つ
い
て
の
理

解
や
疑
問
の
声
を
集
め
る
ほ
か
、
将
来

的
に
は
、「
何
を
保
証
す
べ
き
か
」
を

決
め
る
段
階
か
ら
教
職
学
の
三
者
で
協

議
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
学
生
の

参
画
を
進
め
る
鍵
は
、
教
員
の
思
い
を

正
直
に
伝
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
経
験

上
、
教
員
が
思
い
を
さ
ら
け
出
し
、「
力

を
貸
し
て
」
と
呼
び
か
け
る
と
、
学
生

は
意
気
に
感
じ
て
一
緒
に
考
え
て
く
れ

ま
す
。
学
生
が
主
役
の
質
保
証
を
、
学

生
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
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教職学三者に自分事化を促し
学生の成長実感を保証する

学
部
や
立
場
、年
齢
を
超
え

質
保
証
を
学
び
提
案
し
合
う

成
長
を
実
感
す
る
た
め
の

自
ら
学
ぶ
姿
勢
づ
く
り

＊文部科学省が2015年度から実施した「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」のこと

特集  学生のための内部質保証

学長主導で進む内部質保証の背景には、自身の薬学部での体験がある。
この数年で教職員間に質保証の意義が浸透、今後は学生の参画に力を入れる。
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内部質保証の理念、知識の下支え

そ
こ
で
、
各
学
部
か
ら
教
学
運
営
の
実

づ
け
を
行
う
「
学
修
キ
ッ
ク
オ
フ
・
セ

生
と
共
に
つ
く
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

教職学三者に自分事化を促し
学生の成長実感を保証する

キャンパス／大阪府寝屋川市、枚方市　学生数／9,303人　
学部／法、国際、経済、経営、理工、薬、看護、農　
大学院／法学、国際言語文化、経済経営学、理工学、薬学、看護学
THE世界大学ランキング日本版2022／201+位

学
部
や
立
場
、年
齢
を
超
え

質
保
証
を
学
び
提
案
し
合
う

成
長
を
実
感
す
る
た
め
の

自
ら
学
ぶ
姿
勢
づ
く
り

＊文部科学省が2015年度から実施した「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」のこと

  

学長ワークショップを起点に広がる
組織を超えて提案し合う文化

　学長のビジョンや問題意識を学内で共有する場として、2020年11月に始
めた学長ワークショップ。質保証に関するテーマも多数扱われている。テーマ
は学長が決めるが、学長の講演はしない。参加者は、事前に学長による動画
を見て基礎知識を得たうえで、当日はグループディスカッションを行う。話し合っ
た内容や提案を各グループがプレゼンするまでが１回分だ。
　学内の声を吸い上げる場でもあり、プレゼンされた提案を基にプロジェクトが
立ち上がることもある。自分の意見で大学が動くかもしれないという期待感が、
参加者に大学改革を自分事化させている。
　学生の参加者は、新入生の学修や大学生活をサポートする学生スタッフ組
織ＬＳＴ（Learning Support Team）や課外活動団体のメンバーが主だ。彼ら
の声から学生目線で見た教学の課題を知ることができる。学生も自分の考え
を言語化するうちに、自学のよさにあらためて気づく機会にもなっている。
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大学マネジメント
ー摂南大学のさらなる発展のためにー

大学での主体的・自律的学修のために
必要な能力と入学前・初年次教育

注目！

課題と
改善例

内部質保証の体制図

▶自己点検・評価活動ワーキングチームを中心に、各学部のアセスメントプランを見直し。
　学部間のピアレビューを経て実効性のあるアセスメントに絞った結果、全体的にスリム化した
▶学ぶ目的が不明確な新入生に、「学修キックオフ・セミナー」で主体的な学びを体感させ、学ぶ意義を明確に

大学改革のための学長ワークショップ
2021年度開催実績

説明責任

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

教職員や学生の参画、提案 データ収集、分析等の支援

自己点検・評価活動
ワーキングチーム

［教学部門／経営部門］

学部・研究科・事務部署
Check

PD
CA

計画・改善の実行
自己点検・評価（独自の外部評価受審含む）

各組織内でのPDCAの実施

学長

学長ワークショップ・情報共有会 ＩＲセンター

建学の精神、教育の理念、中長期目標・計画、学長方針等の浸透を図る

Plan／Action
大学戦略会議

（学長・副学長・事務局長など）

目標・計画案、改善・改革計画案の策定

Plan／Action

大学・大学院運営会議
（学長・副学長・学部長・事務局長・部署の長など）

目標・計画案、改善・改革計画案の審議・承認

評価委員会
（学長・副学長・学部長・部署の長など）

自己点検・評価の取りまとめと審議

意見

意
見

調査

調査結果

主体的・自律的・深い学び、大学運営への参画
→成長実感、就職への好影響学生

テーマ

入学させたい学生の資質・能力と
それを評価する入学選考

現代社会学部（仮称）の
カリキュラムデザインを考える
受験生・学生に響いている魅力・
届いていない魅力と大学広報
寝屋川キャンパスのフリースペースを
魅力的にデザインしよう
ラーニングサポートチーム（LST）の
活動について
大学マネジメント
ー摂南大学のさらなる発展のためにー
THE世界大学ランキングへの
ランクインを目指した研究推進について

日時 参加者
教職員管理職
43人
教職員46人
教職員25人
教職員46人
教職員24人
現代社会学部
就任予定者16人
在学生・
教職員30人
在学生・
教職員31人

LSTメンバー
28人

教職員管理職
46人

教職員55人
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